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第7期の受賞者が決定！
～最優秀賞は安冨様（玉野市）が連覇～

【最優秀賞】

お見合いも マスク要るかと 問い合わせ 安冨 一弘様（玉野市）

【優秀賞】

梗塞で 拘束解かれ 新世界 石井 秀俊様（岡山市北区）

浅学を すこし庇うている 帽子 羽原 弘子様（岡山市北区）

【入選】

まだ若い 靴下立って 履けるから 岸野 洋介様（岡山市中区）

百才は ゴールインならず 折り返し 北山 タミ様（岡山市北区）

墓参り 帰る帰らぬ コロナ決め 能登原 昭夫様（岡山市中区）

【佳作】

看護師が 名前聞くので 俺も聞く 永田 利男様（総社市）

食べて寝て ひ孫9人 傘寿近し 奥山 寿子様（瀬戸内市）

アマビエが まだワクチンの 上におり 小泉 哲男様（玉野市）

あれそれで 解りあえたの 昭和まで 仙田 陽子様（岡山市北区）

初物に こだわる妻は コロナ避け 武田 太様（岡山市南区）

「生き活き川柳コンテスト」

に関するお問い合わせは

TEL：0863-73-5073（二宮、山谷）

応募総数３６９作品の中から、厳正なる審査の結果、入選１１作品と審査員特別

賞5作品が決定しました。

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、表彰式は中止となりましたが、

審査、カレンダー作成は例年通り行っております。なお、受賞され皆様には後日、

賞状、賞金、記念品、そして作品が掲載された当社オリジナル川柳カレンダーを

贈呈させていただきます。受賞された皆様、おめでとうございます。
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